
開
催
日
時　
令
和
２
年
11
月
20
日
（
金
）

会　
　
場　
東
館
３
階
（
き
く
る
）

内　
　
容　

�

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設

工
事
に
お
け
る
大
井
川
水

系
の
水
資
源
へ
の
影
響
に

つ
い
て

　
静
岡
県
く
ら
し
・
環
境
部
の
織
部
康

宏
理
事
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
質
問

や
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
流
域
市

町
議
会
と
県
と
の
対
話
は
県
内
初
の
取

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
工
事
に
お
け
る

大
井
川
水
系
の
水
資
源
へ
の
影
響
に
つ
い
て

�

議
員
研
究
会

組
み
で
、
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

　
県
か
ら
工
事
に
伴
う
大
井
川
水
系
の

水
資
源
へ
の
影
響
と
問
題
の
背
景
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
議
員
か
ら
は
水
の

減
少
量
や
自
然
環
境
な
ど
生
態
系
へ
の

影
響
、
ル
ー
ト
変
更
に
関
し
て
等
の
質

問
や
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
県
の
回
答
は
、「
湧
水
量
は
不
確
実

で
あ
り
県
で
減
少
量
を
見
積
も
っ
て
は

い
な
い
。」「
Ｊ
Ｒ
は
生
態
系
へ
影
響
は

な
い
と
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
議
論

は
し
て
い
な
い
。」「
ル
ー
ト
変
更
の
意

見
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、

現
在
の
ル
ー
ト
で
い
か
に
影
響
を
与
え

な
い
か
に
集
中
し
て
議
論
し
て
い
る
。」

と
い
う
内
容
で
し
た
。

　
終
了
後
、
議
員
か
ら
は
大
井
川
の
水

を
利
用
す
る
菊
川
市
の
議
会
と
し
て
、

ま
た
、
市
民
の
声
を
代
弁
し
、
Ｊ
Ｒ
東

海
と
直
接
交
渉
を
行
う
県
に
疑
問
や
要

望
を
伝
え
た
こ
と
は
意
義
が
あ
っ
た
。

今
後
も
県
に
は
、
県
民
や
利
水
団
体
等

の
不
安
が
払
拭
さ
れ
る
よ
う
、
Ｊ
Ｒ
東

海
へ
の
粘
り
強
い
対
応
を
お
願
い
し
た

い
。
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

開
催
日
時　
令
和
２
年
11
月
25
日
（
水
）

会　
　
場　
市
役
所
４
階
協
議
会
室

内　
　
容　

�

浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
状

況
に
つ
い
て

　
●
安
全
性
向
上
へ
の
取
り
組
み

　
●
４
号
機
適
合
性
審
査
の
状
況

　
●
原
子
燃
料
リ
サ
イ
ク
ル

　
●
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
当
日
は
、
中
部
電
力
株
式
会
社
浜
岡

原
子
力
発
電
所
職
員
の
方
に
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
員
か

ら
の
質
疑
、
意
見
交
換
と
続
き
ま
し
た
。

原
子
力
勉
強
会�

11
月
25
日

【
議
員
研
修
報
告
書
か
ら
】

・�

東
日
本
大
震
災
時
の
福
島
第
一
原
発

事
故
に
対
す
る
対
策
が
着
々
と
進
め

ら
れ
、
そ
の
他
想
定
さ
れ
る
竜
巻
や

火
災
に
対
し
て
の
対
応
も
確
認
で
き

た
。

・�

実
際
に
作
業
に
従
事
す
る
人
の
現
場

対
応
力
に
力
を
注
い
で
い
る
こ
と
に

感
心
。

・�

今
後
も
様
々
な
安
全
対
策
を
積
極
的

に
実
施
し
て
欲
し
い
。

・�

周
辺
住
民
が
安
心
で
き
る
よ
う
、
丁

寧
な
説
明
を
希
望
す
る
。

・�

４
号
機
適
合
性
審
査
の
状
況
は
、
基

準
地
震
動
・
基
準
津
波
確
定
の
審
査

段
階
に
あ
り
、
審
査
の
状
況
や
内
容

に
つ
い
て
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

・�

結
論
を
急
が
ず
、
丁
寧
な
審
査
が
必

要
。

・�

住
民
と
の
対
話
を
重
視
し
、
浜
岡
原

子
力
発
電
所
の
安
全
対
策
や
過
酷
な

状
況
時
の
軽
減
対
応
の
現
状
に
つ
い

て
継
続
し
て
説
明
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
。

・�

菊
川
市
議
会
と
し
て
、
状
況
説
明
と

現
地
視
察
の
両
者
を
効
果
的
に
活
用

し
、
浜
岡
原
子
力
発
電
所
へ
の
関
心

を
持
ち
続
け
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い

け
な
い
。

県担当者（左）から説明を受ける議員
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